
令和２年度吹田市障害者相談支援事業等委託業務１次評価結果

センター名 　内本町障がい者相談支援センター

法　人　名 　社会福祉法人　コミュニティキャンパス

評価結果

理　由 同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると
判断する。

組織・運営体制 センターの役割 相談支援事業 相談者の満足度
評価点数　 評価点数　 評価点数　 評価点数　
28/28（点） 10/10（点） 27/28（点） 6/6（点）

① 組織・運営体制

② センターの役割

③ 相談支援事業

④ 相談者の満足度

発達障がい者には、丁寧な聞き取り、来所困難者には訪問対応、聴覚障がい者には手話通訳者の同
席等、障がい特性に応じて場面ごとの対応を実施している。また、関係機関への引き継ぎ後もニー
ズの変化の確認や相談者自身が相談内容がわからなくなっている状況であっても、同じ目線で課題
の整理や解決に向けて適切な支援を実施している。

利用者アンケートでは、約8割以上の方から職員の聞く姿勢や話す姿勢が評価され、満足度の高い
結果を得ている。利用者の要望やニーズ把握に努め、サービスの向上に取り組んでいる。また、苦
情発生時には迅速に報告・相談を行い、再発防止のための原因分析や改善方法を検討している。

優

総合点

71

業務仕様書に沿った適切な職員配置を行っており、内外部の研修を積極的に取り入れ、会議等での
職員間共有を行うことにより、知識と資質の向上に努めている。吹田市の個人情報保護条例を遵守
し、守秘義務、漏洩防止を徹底、苦情対応マニュアルを整備し、適切に対応している。

ホームぺージの開設やセンターのリーフレットを作成を行い、障がい者の相談窓口として周知に努
めている。民生委員や福祉委員、地域の支援者と連携を図り、地域における障がい者を取り巻く状
況の把握に努めている。
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④総合的な評価

※ 評価結果の基準
センターの実施計画及び委託相談支援事業仕様書に基づき、書面又は聞き取りによる確認
を行い、履行状況の適否を判断する。
○ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守し、適切である。 （２点）

△ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を概ね遵守しているが、一部に課題がある。（１点）

× 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守しておらず、改善が必要である。 （０点）

総合点の90％以上を「優」、70％以上を「良」、50％以上を「可」、50％未満を「不可」
とする。「不可」の結果については、障がい福祉室と協議を実施する。

相談者自身が何に困っているか判らない場合であっても時間をかけて相談者と共に課題整理を行ってい
る。障がい特性に応じ、丁寧な対応を行ってる点を高く評価する。

身体障がい

79 件, 7%

重症心身

0件, 0%

知的障がい

239 件, 21%

精神障がい

631 件, 56%

発達障がい

30 件, 3%

高次脳機能

1 件, 1%

難病

7 件, 1%
その他

132 件, 12%

相談件数（障がい種別）

訪問

79 件, 6%

来所相談

219 件, 18%

同行

18 件, 1%

電話

455 件 36%

メール

12件, 1%

個別支援会議

16 件 1%

関係機関

444 件 36%

その他

6件,1%

相談件数（手法）

福祉サービス

214 件, 17%

理解

11 件, 1%

健康

122 件, 
9%

不安,

211 件, 16%

保育教育

0件, 0%

人間関係

101 件, 8%

経済,

108 件, 8%

生活技術

59 件, 5%

就労

27 件, 2%

社会参加

14 件, 1%

権利擁護

0件 その他

411 件, 32%

相談件数（内容）

身体手帳

151 件, 9%

療育手帳

55 件, 3%

精神手帳

133 件, 8% 手帳所持

証明

1件, 1%

診断料

助成

46 件
3%

精神通

院医療

1 件, 1%

補装具

468 件, 28%

日常生活用具

43 件, 3%

福祉タクシー

199 件, 12%

家具転倒防止器具

261件,15%

NHK減免

0件, 0%

有料道路割引

28 件, 2%

車イス貸出

146 件, 9%

重度障がい医療証

11 件, 1%

難病等給付金

1 件, 1%

在宅介護支援給付金

103 件, 6%

扶養共済・

その他

3件、1％

給付申請件数



令和２年度吹田市障害者相談支援事業等委託業務１次評価結果

センター名 　片山・岸部障がい者相談支援センター

法　人　名 　社会福祉法人　ぷくぷく福祉会

評価結果

理　由 同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると
判断する。

組織・運営体制 センターの役割 相談支援事業 相談者の満足度
評価点数　 評価点数　 評価点数　 評価点数　
28/28（点） 10/10（点） 27/28（点） 6/6（点）

① 組織・運営体制

② センターの役割

③ 相談支援事業

④ 相談者の満足度

初回面談する場合には職員二人で対応するなどの工夫を行い、本人及び家族の適切なニーズ把握の
ための体制づくりに努めている。支援に携わる関係機関の声を丁寧に拾い上げ、本人の強みや課題
を多角的な視点から分析・アセスメントを行うことができている。また、個別支援を通じて地域の
支援ネットワーク体制の構築に積極的に取り組むことができている。

利用者アンケートでは、8割の方が「すごく満足」と評価している。特に接遇面で高い評価を得て
おり、利用者が相談して良かったと思えるような応対スキルを有しており、職員に対し接遇研修を
実施する等の成果がうかがえる。

優

総合点

71

社会福祉士、相談支援専門員、事務員と規定より多く職員を配置し、チームアプローチにより支援
にあたっている。また、研修計画に基づき、内外部の研修を取り入れて職員間で積極的に情報共有
し、知識と資質の向上に努めている。災害発生時対応や個人情報漏洩防止や防犯対策等、リスク管
理を意識した取組を行うことができている。

民生委員や福祉委員といった地域住民とのつながりを重視し、積極的に障がい者への相談窓口とし
ての機能の周知に努めている。また、地域の保健・福祉・医療・就労・教育等の関係機関と相互連
携を図る中で、地域の社会資源についての情報共有やセンターの役割の発信を行い、地域の連携強
化に積極的に取り組むことができている。
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④総合的な評価

※ 評価結果の基準
センターの実施計画及び委託相談支援事業仕様書に基づき、書面又は聞き取りによる確認

同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす を行い、履行状況の適否を判断する。
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると ○ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守し、適切である。 （２点）

△ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を概ね遵守しているが、一部に課題がある。（１点）

× 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守しておらず、改善が必要である。 （０点）

総合点の90％以上を「優」、70％以上を「良」、50％以上を「可」、50％未満を「不可」
とする。「不可」の結果については、障がい福祉室と協議を実施する。

精神障がいの方の相談が多い中で、障がい種別に偏ることなく、丁寧なアセスメントから相談者のニーズを踏ま
えた相談対応、個別支援を通じて地域の支援ネットワーク体制の構築等、地域の相談窓口の機能としての役割を
果たしている。障がい特性に応じて場面ごとの対応や本人の強みや課題を多角的な視点から分析し、継続的に支
援を行うなど、適切に業務を実施している。

身体障がい

179 件, 10%

重症心身

0件

知的障がい

545 件, 29%

精神障がい

912 件, 49%

発達障がい

164 件, 9%

高次脳機能

3 件, 0%

難病

9 件, 0%

その他

52 件, 3%

相談件数（障がい種別）

訪問

271 件, 13%

来所相談

137 件, 6%

同行

76 件,4%

電話

634 件, 30%

メール

21 件, 1%

個別支援会議

39 件, 2%

関係機関

878 件 42%

その他

34 件, 1%

相談件数（手法）

福祉サービス

956 件, 20%

理解

338 件, 7%

健康

594 件, 12%

不安

739 件, 16%

保育教育

47 件, 1%

人間関係,

768 件, 16%

経済

476 件, 10%

生活技術

236 件, 5%

就労

219 件, 5%

社会参加

91 件, 2%

権利擁護

97 件, 2%

その他

194 件, 4%

相談件数（内容）

身体手帳

16 件, 11%

療育手帳

14 件, 9%

精神手帳

19 件, 13%

手帳所持証明

0件

診断料助成

3 件, 2%

精神通院医療

61 件, 41%

補装具

1 件, 1%

日常生活用具

4 件, 3%

福祉タクシー

23 件, 15%

家具転倒

防止器具

0件

NHK減免

件, 0%

有料道路割引

3 件, 2%

車イス貸出

1 件, 1%

重度障がい

医療証

0件, 0%

難病等給付金

5 件, 3%

在宅介護支

援給付金

0件

扶養共済・その他

0件,0% 

給付申請件数



令和２年度吹田市障害者相談支援事業等委託業務１次評価結果

センター名 　豊津・江坂・南吹田障がい者相談支援センター

法　人　名 　社会福祉法人　寿楽福祉会

評価結果

理　由 同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると
判断する。

組織・運営体制 センターの役割 相談支援事業 相談者の満足度
評価点数　 評価点数　 評価点数　 評価点数　
26/28（点） 10/10（点） 26/28（点） 6/6（点）

① 組織・運営体制

② センターの役割

③ 相談支援事業

④ 相談者の満足度

利用者アンケートでは、約９割の方が「すごく満足」と評価している。利用者からは迅速な応対につい
て特に高い評価を得ている。利用者ニーズの把握を行い、サービスの向上に向けて取り組んでいる。

本人及び家族のニーズ把握に努め、障がい福祉サービスや社会資源の利用、住居確保に向けて同行訪問
するなど、相談者に寄り添いながら自立に向けた支援を実施している。また、地域性により就労系の事
業所が多くあり、就労を希望する方への支援を事業所とのネットワークを活用することで、迅速に対応
できている。

優

総合点

68

地域包括支援センターを経験した相談支援専門員や社会福祉士、事務職員を規定に沿った配置を行うと
ともに、センター運営に係る収支に対して経理専門の職員を配置し適切な運営を実施している。内外部
の研修に積極的に参加することにより、知識を深め、相談員としての技術の向上に努めている。個人情
報法保護漏洩防止を徹底、苦情対応マニュアルを整備し、適切に対応している。

ネットワーク構築を目的としたイベントはコロナ禍において実施出来なかったが、既に繋がりのある機
関との関係性を維持するため定期的な意見交流を行うことにより、他分野の機関と積極的に連携強化を
図り、迅速で円滑な支援体制を構築することが出来ている。
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④ 総合的な評価

※ 評価結果の基準
センターの実施計画及び委託相談支援事業仕様書に基づき、書面又は聞き取りによる確認
を行い、履行状況の適否を判断する。
○ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守し、適切である。 （２点）

△ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を概ね遵守しているが、一部に課題がある。（１点）

× 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守しておらず、改善が必要である。 （０点）

総合点の90％以上を「優」、70％以上を「良」、50％以上を「可」、50％未満を「不可」
とする。「不可」の結果については、障がい福祉室と協議を実施する。

障がい者等を取り巻く環境において、地域のネットワーク構築に注力し、関係機関との信頼関係が築
けていることにより、障がい種別に偏ることなく、適切に支援が実施できているため、地域の相談窓
口の機能としての役割を果たしている。地域には事業所や医療機関も多く、特性を活かした相談対応
により、適切に業務実施している。

身体障がい

41 件, 8%

重症心身

0件,0%

知的障がい

155 件, 33%

精神障がい

174 件, 37%

発達障がい

8 件, 2%

高次脳機能

1 件, 1%

難病

11 件, 2% その他

84 件, 18%

相談件数（障がい種別）

訪問

39 件, 10%

来所相談

65 件, 17%

同行

65 件, 17%

電話

152 件 40%

メール

0件, 0%

個別支援会議

1件,1%

関係機関

11 件 3%

その他

47 件, 
13%

相談件数（手法）

福祉サービス

44 件, 8%
理解

16 件, 3%

健康

70 件, 12%

不安

51 件, 9% 保育教育

0件, 0%

人間関係

37 件, 7%

経済

40 件, 7%

生活技術

48 件, 9%

就労, 

138 件, 24%

社会参加

30 件, 5%

権利擁護

0件, 0%

その他,

90 件, 16%

相談件数（内容）

身体手帳

18 件, 10%

療育手帳

15 件, 9%

精神手帳

18 件, 10%
手帳所持証明

0件,0%

診断料助成, 

0件, 0%

精神通院医療

65 件, 37%補装具

2 件, 1%

日常生活用具

10 件, 6%

福祉タクシー

32 件, 18%

家具転倒

防止器具

0件,0%

NHK減免

0件, 0%

有料道路割引

2 件, 1%

車イス貸出

0件, 0%

重度障がい医療証

2 件, 1%

難病等給付金

11 件, 6%

在宅介護支援

給付金

0件,0%

扶養共済・その他

0件,0%

給付申請件数



令和２年度吹田市障害者相談支援事業等委託業務１次評価結果

センター名 　千里山・佐井寺障がい者相談支援センター

法　人　名 　社会福祉法人　さつき福祉会

評価結果

理　由 同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると
判断する。

組織・運営体制 センターの役割 相談支援事業 相談者の満足度
評価点数　 評価点数　 評価点数　 評価点数　
28/28（点） 10/10（点） 27/28（点） 6/6（点）

① 組織・運営体制

センターの役割

③ 相談支援事業

④ 相談者の満足度

相談員間で協議をはじめ、基幹相談や計画相談、保健所等との多職種連携を図りながら相談者へのアセス
メンとや課題整理、意思決定支援に努め、本人へのエンパワメントアプローチを実施している。障がい特
性に応じて場面ごとの対応や本人の強みや課題を多角的な視点から分析し、継続的に支援を実施してい
る。

相談までの待ち時間がスムーズであり、「職員の対応」や「相談に対する支援内容」等について、約8割
の方から「すごく満足」しているとの評価を得ている。接遇や支援内容への評価については、地域の相談
窓口としての機能を果たしている。

優

総合点

71

経験豊富な相談員２名、事業従事職員２名と規定より多く配置し、担当相談員による安定した聞き取り対応を
行った後、センター内で共有してチームアプローチにより支援にあたっている。専門的見地には、保健所や医
療機関、地域包括支援センター、大阪府の高次脳、発達障害の機関の意見を聴取しながら問題解決に当たって
いる。また、研修計画に基づき、内外部の研修に積極的に参加することにより、知識を深め、相談員としての
技術の向上に努めている。

地域包括支援センターとの地域連携会議や、大学教授や地域の関係機関と交流（オンラインを活用）し、情報
共有を図ることで、コロナ禍における障がい者の生活状況の変化等や社会生活上の支援が必要な方のニーズ把
握、支援の手法について協議している。また、相談支援センターの役割等を理解してもらうために、チラシ配
布など、自治会お知らせにセンターの紹介文を掲載するなど、地域住民に対して、障がい者への相談窓口とし
ての機能の周知に努めている。
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④ 総合的な評価

※ 評価結果の基準
センターの実施計画及び委託相談支援事業仕様書に基づき、書面又は聞き取りによる確認
を行い、履行状況の適否を判断する。
○ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守し、適切である。 （２点）

△ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を概ね遵守しているが、一部に課題がある。（１点）

× 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守しておらず、改善が必要である。 （０点）

総合点の90％以上を「優」、70％以上を「良」、50％以上を「可」、50％未満を「不可」
とする。「不可」の結果については、障がい福祉室と協議を実施する。

相談件数は、前年度に比べると増加しており、少しずつではあるが、センターの認知度が上がってき
ていると言える。精神障がいと発達障がいの方からの相談が増えているが、丁寧なアセスメントから
エンパワーメントアプローチによる支援等、適切に対応できている。また、関係機関との連携対応に
よる信頼関係の構築等、地域の相談窓口の機能としての役割を果たしている。

福祉サービス

239 件, 32%

理解

60 件, 8%

健康,

92 件, 12%

不安,

30 件, 4%保育教育,

3件,1%

人間関係

41 件, 6%

経済

29 件, 4%

生活技術

22 件, 3%

就労,

54 件, 7%

社会参加

25 件, 3%

権利擁護

33 件, 5%

その他

120 件, 16%

相談件数（内容）

身体障がい

73 件, 6%

重症心身

0件,0%

知的障がい

76 件, 6%

精神障がい

264 件, 21%

発達障がい

516 件, 42%

高次脳機能

39 件, 3%
難病

229 件, 
19%

その他

37 件, 3%

相談件数（障がい種別）

身体手帳

12 件, 8%

療育手帳,

12 件, 8%

精神手帳

22 件, 15%

手帳所持証明

0件,0%

診断料助成

3 件, 2%

精神通院医療

50 件, 34%

補装具

2 件, 1%

日常生活用具

11 件, 8%

福祉タクシー

20 件, 14%

家具転倒

防止器具

0件,0%

NHK減免

2 件, 1%

有料道路割引

5 件, 3%

車イス貸出

0件,0%

重度障がい

医療証

0件, 0%

難病等給付金

5 件, 3%

在宅介護支援

給付金

0件,0%

扶養共済・その他

0件,0%

給付申請件数

訪問

28 件, 3%
来所相談

127 件, 12%

同行

15 件, 1%

電話

563 件, 53%

メール

40 件, 4%

個別支援

会議

9 件, 1%

関係機関

259 件, 25%

その他

14 件, 1%

相談件数（手法）



令和２年度吹田市障害者相談支援事業等委託業務一次評価

センター名 　亥の子谷障がい者相談支援センター
法　人　名 　社会福祉法人　こばと会

評価結果

理　由 同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると
判断する。

組織・運営体制 センターの役割 相談支援事業 相談者の満足度
評価点数　 評価点数　 評価点数　 評価点数　
28/28（点） 10/10（点） 27/28（点） 6/6（点）

① 組織・運営体制

② センターの役割

③ 相談支援事業

④ 相談者の満足度

地域の障がい者を取り巻く状況を把握するために、社会福祉協議会や地域包括支援センター等、地域
の保健・福祉・医療とのネットワークを構築し、地域の連携強化を図っている。また、隔月に広報誌
を発行し、制度や社会資源についての情報提供等、地域住民に対して、障がい者への相談窓口として
の機能の周知に努めている。

多様な課題を抱える相談者の相談に対して、細やかなアセスメントを実施することにより、制度の狭
間にある相談や虐待の早期発見、防止に努めている。地域の相談窓口として、本人及び家族のニーズ
を踏まえて、福祉サービスの相談や権利擁護、コミュニケーション手段等、取り巻く課題についても
積極的な介入や重厚な支援を実施し、ワンストップの姿勢で支援を実施している。

相談までの待ち時間がスムーズであり、丁寧で親切など、「職員の対応」や「職員の知識」「相談に
対する支援内容」等について、約8割の方から「すごく満足」しているとの評価を得ている。また、利
用者アンケートによる意向を分析して、意見を取り入れるなど、サービスの向上に努め、地域の相談
窓口としての機能を果たしている。

優

総合点

71

精神保健福祉士、社会福祉士、相談支援専門員、事務員と規定より多く職員を配置し、専門的な見地
からのチームアプローチにより支援にあたっている。また、研修計画に基づき、内外部の研修に積極
的に参加することにより、知識を深め、相談員としての技術の向上に努めている。相談機関として、
相談者に対する個人情報保護、苦情解決対応等、適切に対応している。
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④ 総合的な評価

※ 評価結果の基準
センターの実施計画及び委託相談支援事業仕様書に基づき、書面又は聞き取りによる確認
を行い、履行状況の適否を判断する。
○ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守し、適切である。 （２点）

△ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を概ね遵守しているが、一部に課題がある。（１点）

× 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守しておらず、改善が必要である。 （０点）

総合点の90％以上を「優」、70％以上を「良」、50％以上を「可」、50％未満を「不可」
とする。「不可」の結果については、障がい福祉室と協議を実施する。

相談件数は、前年度に比べると増加しており、中でも精神障がいや発達障がいの方からの相談が増えているが、細
やかなアセスメントの実施、相談者のニーズを踏まえた相談対応、関係機関との連携機能の構築等、地域の相談窓
口の機能としての役割を果たしている。地域保健福祉センター跡に設置しているため、給付申請業務の対応が多く
大変ではあるが、相談支援に対する意識が高く、適切に業務を実施している。

訪問

170 件, 6%

来所相談, 

344 件, 11%

同行

54 件,2%

電話

1054 件 35%

メール

227 件 8%

個別支援会議

46 件 1%

関係機関

1088 件
36%

その他,

28 件, 1%

相談件数（手法）

身体障がい

344 件, 12%

重症心身

33 件, 1%

知的障がい

523 件, 18%

精神障がい

1181 件, 41%

発達障がい

516 件, 18%

高次脳機能

39 件, 1%

難病

229 件, 8%

その他

37 件, 1%

相談件数（障がい種別）

福祉サービス

1051 件, 25%

理解

661 件, 16%

健康

538 件, 13%

不安

533 件, 12%

保育教育

486 件, 11%人間関係

220 件, 5%

経済

215 件, 5%

生活技術

200 件, 5%

就労

116 件, 3%

社会参加

105 件, 2%

権利擁護

88 件, 2% その他

34 件, 1%

相談件数（内容）
身体手帳

65 件, 6%

療育手帳

41 件, 4%

精神手帳

95 件, 9%

手帳所持証明

0件,0%

診断料助成

13 件, 1%

精神通院医療

216 件, 21%

補装具

17 件, 2%
日常生活用具

122 件, 12%

福祉タクシー

140 件, 13%

家具転倒防止器具

0件,0%

NHK減免

12 件, 1%

有料道路割引

121 件, 12%

車イス貸出

57 件, 5%

重度障がい医療証

0件, 0%

難病等給付金

79 件, 8%

在宅介護支援給付金

0件, 0%

扶養共済・その他

63 件, 6%

給付申請件数



令和２年度吹田市障害者相談支援事業等委託業務１次評価結果

センター名 　千里ニュータウン障がい者相談支援センター

法　人　名 　医療法人　協和会

評価結果

理　由 同センターは、障がい福祉室の一次評価において、総合点の9割を満たす
ものであったため、適切に業務を実施し、求められる水準に達していると
判断する。

組織・運営体制 センターの役割 相談支援事業 相談者の満足度
評価点数　 評価点数　 評価点数　 評価点数　
28/28（点） 10/10（点） 27/28（点）6/6（点）

① 組織・運営体制

② センターの役割

③ 相談支援事業

④ 相談者の満足度

利用者アンケートでは、約8割の方から「すごく満足」という結果であり、利用者からは丁寧な説明や
応対について特に高い評価を得ている。利用者ニーズの把握を行い、サービスの向上に向けて取り組ん
でいる。

障がいを有しているか不明な相談者の訴えに対しても丁寧な聴き取りを行い、相談対応を行っている。
障がい特性に応じて場面ごとの対応や関係機関への引き継ぎ後もニーズの変化の確認や相談者自身が相
談内容がわからなくなっている状況であっても、同じ目線で課題の整理や解決に向けて適切な支援を実
施している。

優

総合点

71

業務仕様書に沿った適切な職員配置を行っている。内外部の研修を積極的に取り入れ、会議等での職員
間共有を行うことにより、知識と資質の向上に努めている。吹田市の個人情報保護条例や法人のセキュ
リティポリシーを遵守し、守秘義務、漏洩防止を徹底、苦情対応マニュアルを整備し、適切に対応して
いる。

個別の事例を通して、民生委員や福祉委員等の地域支援者と連携を図り、地域における障がい者を取り
巻く状況等の把握に努めている。センターの設置場所が複合公共施設であるため、センター機能を説明
し連携強化を図っている。
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の支援

社会生活力の向上
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援
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相談者に対する対応



④ 総合的な評価

※ 評価結果の基準
センターの実施計画及び委託相談支援事業仕様書に基づき、書面又は聞き取りによる確認
を行い、履行状況の適否を判断する。
○ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守し、適切である。 （２点）

△ 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を概ね遵守しているが、一部に課題がある。（１点）

× 実施計画及び委託相談支援事業仕様書を遵守しておらず、改善が必要である。 （０点）

総合点の90％以上を「優」、70％以上を「良」、50％以上を「可」、50％未満を「不可」
とする。「不可」の結果については、障がい福祉室と協議を実施する。

給付申請件数が多い中、精神障がい者の相談にも丁寧な対応を行っており、地域の相談窓口としての役割を果たし
ている。職員の資質向上の為、多くの研修に参加する等、対人援助技術の向上に努めた点を高く評価する。

福祉サービス

1060 件, 36%

理解

252 件, 8%
健康

297 件, 10%

不安

183 件, 6%

保育教育

11 件, 1%

人間関係

267 件, 9%

経済

157 件, 5%

生活技術

323 件, 11%

就労

102 件, 3%

社会参加

0件,0%
権利擁護

80 件, 3%

その他

231 件, 8%

相談件数（内容）

訪問

153 件, 4%
来所相談

586 件, 14%

同行

7 件, 1%

電話

2535 件 60%

メール

31件, 1%

個別支援会議

39 件 1%
関係機関

700 件 16%

その他
165件, 4%

相談件数（手法）

身体障がい

392 件, 17%

重症心身

0件,0%

知的障がい

268 件, 12%

精神障がい

784 件, 34%

発達障がい

39 件, 2%

高次脳機能

13 件, 1%

難病

24 件, 1%

その他

765 件, 33%

相談件数（障がい種別）

身体手帳

151 件, 9%

療育手帳

55 件, 3%

精神手帳

133 件, 8%

手帳所

持証明

3 件,1%

診断料助成

46 件, 3%

精神通院医療

468 件, 28%

補装具

43 件, 3%
日常生活用具

199 件, 12%

福祉タクシー

261 件, 16%

家具転倒

防止器具

0件,0%

NHK減免

28 件, 2%

有料道路割引

146 件, 9%

車イス貸出

11 件, 1%

重度障がい医

療証 1 件, 1%

難病等給付金

103 件, 6%

在宅介護支援

給付金

7 件, 1%

扶養共済・

その他

9件,1%

給付申請件数




